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【研究の背景・目的】 

地震や災害の多発する日本では「安全・安心な都
市基盤の構築」に資する技術開発は重要な研究テー
マの一つである。本研究では、電話網やインターネ
ット網が至るところで寸断されるような状況下でも、
対象街区に事前に敷設されている無線基地局と臨時
に敷設する無線基地局、救援車両などに搭載された
カーナビなどの無線通信機器と被災者が持つスマー
トフォンを知的に連携させることで、数万人規模の
都市街区で救助隊や被災者間で高信頼・高効率に情
報伝達できるような新しいパラダイムとアーキテク
チャに基づく情報センシング集約機構を開発するこ
とを本研究の目的とする。 
 

【研究の方法】 
本研究では、(1)スマートフォンや車載カーナビ、

無線基地局や交通路側機（以下「マイクロモジュー
ル」と呼ぶ）が対象街区の周辺環境を連続的にセン
シング・理解するためのマイクロセンシング機能、 
(2)隣接・遭遇する人や車両、生存するインフラ間で
の限られた通信機会を捉えたマイクロモジュール間
通信機能（図１）、(3)マイクロモジュール群が保持す
るデータを知的に連携処理するマイクロプロセッシ
ング機能、(4)行政機関や救助者が必要とするデータ
をできるだけ短い遅延で計算・集約するための超分
散型の時空間情報集約機能を開発し、(5)数万人規模
の都市街区で救助隊や住民同士が高信頼・高効率に
様々な情報を伝達できるような包括的プラットフォ
ーム（図２）を実現すると共に、(6)そのプロトタイ
プシステムを開発して有効性を評価する。 

 
 

【期待される成果と意義】 
大都市や重要機関がある地域で多大なコストをか

けて通信インフラの耐震性強化や無停電化、多重化
などの設備投資を行うことは十分妥当性があるが、
過疎化の進む地方での災害時の情報伝達を考えると、
通信インフラの整備のみをベースとした通信基盤の
強化はコスト的に現実的でない。近年急速に機能が
進化しているスマートフォンやカーナビなどの情報
伝達手段を遅延耐性ネットワーク上で有効に活用す
ることで、災害に強い街づくりに資する高信頼な情
報伝達基盤の構築が可能になると考えられる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
 140,000 千円 

 
【ホームページ等】 
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図１ 遅延耐性ネットワーク上の情報伝達機構 

図２ 超分散型の時空間情報集約機構  
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